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訓令第19号

改正　平成18年10月１日訓令第37号
　（目的）
第１条　この訓令は、職員の自らの意思に基づく降格に対する希望を尊重し、承認することにより職員の心身の負担を軽減するとともに意欲の向上を図り、もって組織の活性化に寄与することを目的とする。
　（対象職員）
第２条　降格を希望することができる職員は、職員の給与に関する条例（昭和46年香取広域市町村圏事務組合条例第11号）第２条の規定により準用する香取市職員の給与に関する条例（平成18年香取市条例第43号）別表第１行政職給料表(一)の適用を受ける職員のうち、職務の級が５級以上の者で、次に掲げるものとする。
　(１)　病気等によりその職責を果たすことが困難であると感じる者
　(２)　家庭の事情等によりその職責を果たすことが困難であると感じる者
　(３)　前各号に掲げる者のほか、その職責を果たすことが不可能であると感じる者
　（希望の申出）
第３条　降格を希望する職員は、降格希望申出書（別記第１号様式）により、所属長を経由して任命権者に提出するものとする。この場合において、職員の希望する降格後の職は、現に有する職の１つ下から主査相当職までの職とする。
　（希望の承認）
第４条　任命権者は、職員から降格希望申出書の提出があったときは、降格の適否について判定し、その結果を降格承認（不承認）通知書（別記第２号様式）により、当該職員に通知するものとする。ただし、管理者以外の任命権者が判定する場合は、事前に管理者と協議するものとする。
２　任命権者は、前項に規定する降格の適否の判定を行う際、当該職員の希望を尊重するものとする。
３　この訓令に基づき降格した職員は、地方公務員法（昭和25年法律第261号）第49条の２第１項に規定する不服申立てをすることができない。
　（降格の効果）
第５条　任命権者は、降格の希望を承認したときは、承認の日以後最初の定期人事異動に当該職員の承認を受けた職に降格させるものとする。
２　降格の日における当該職員の給料月額は、香取広域市町村圏事務組合職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成18年香取広域市町村圏事務組合規則第12号）第２条の規定により準用する香取市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成18年香取市規則第34号）第22条第３項の規定により、降格後の職務の級からの昇格がないものとした場合に得られる給料月額とする。
　（降格後の昇格）
第６条　降格した職員は、降格後に第２条各号に規定する者でなくなった場合で昇格を希望するときは、その旨を任命権者に申し出ることができる。
２　任命権者は、前項の規定による申出があったときは、その適否を判定し、当該職員を降格前の職まで昇格させることができる。ただし、管理者以外の任命権者が判定する場合は、事前に管理者と協議するものとする。
　（その他）
第７条　この訓令に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。
　　　附　則
　この訓令は、平成18年３月27日から施行する。

　　　附　則（平成18年10月１日訓令第37号）
　この訓令は、平成18年10月１日から施行する。

別記

第１号様式（第３条）
降格希望申出書
年　　月　　日　
　　　　　　　　　様
所属　　　　　　　　　　
職　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　印　
　私は、次の理由により現在の職からの降格を希望しますので、香取広域市町村圏事務組合職員希望降格制度実施要綱第３条の規定により申し出ます。

	降格を希望する理由
	　

	降格希望する職
	　


第２号様式（第４条第１項）
降格承認（不承認）通知書
第　　　　　号　

年　　月　　日　
　所属
　職
　氏名　　　　　様
任命権者　　　　　　　　印　
　　　　　年　　月　　日付けで申出のあった降格希望について、次のとおり決定したので、香取広域市町村圏事務組合職員希望降格制度実施要綱第４条第１項の規定により通知します。

	承認
	不承認

	承認後の職名
	不承認の理由
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